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今週のキーワード

循環経済と高機能材
規制強化と地政学リスクが材料市場を揺るがす

19
件

記事数

7
カ国

対象国

25.5
%

生分解性CAGR

1
兆円

日本政府投資

今週の全19記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 バイオポリマー包装材 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
PLAが商業的に成熟し、PHAが次世代材料として注目
されるバイオベースポリマー包装材の市場動向。

#02 リサイクルCFRP 技術レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

熱分解・溶媒分解・リサイクル設計によるCFRPリサ
イクル技術の動向と閉ループ製造へのシフトを分析。

#03 BASF添加剤値上げ 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

BASFが地政学的紛争による原材料・エネルギー・物
流費高騰を理由にプラスチック添加剤を最大25%再値
上げ。

#04 BASF/Nutrien提携 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

BASFとNutrienが農業者の低炭素バイオ燃料市場アク
セスを拡大する提携を発表、バイオベース材料の供給
安定化に寄与。

#05 生分解性包装材ガイド 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

消費者需要と市場成長を背景に、PLA、PHA、澱粉ベ
ースポリマーなど主要生分解性包装材の特性と用途を
解説。

#06
生分解性ポリマーガイ
ド

解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

食品包装や持続可能な製品開発における生分解性ポリ
マー（PLA, PBAT, PHA, PBS,
TPS）の特性と用途を網羅的に紹介。

#07 ケミカルリサイクル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

世界のプラスチック廃棄物危機に対し、溶媒溶解、化
学的解重合、熱化学変換などの高度なケミカルリサイ
クル戦略をレビュー。

#08 EU包装廃棄物規則 規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

EU包装廃棄物規則が2026年8月適用開始。再生材使
用義務化など、包装材の設計とサプライチェーンに大
きな変革を要求。

#09 高性能ポリイミド動向 製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

高性能ポリイミドが耐熱性、電気絶縁性、機械的強度
を活かし、半導体パッケージングやEV部品で需要拡大
。

#10 生分解性プラ市場 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

生分解性プラスチック市場は2035年までに1154.5億
ドル、CAGR25.5%で成長。日本企業の開発強化も言
及。

#11
韓国PETリサイクル義
務

規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

韓国が2030年までにPETボトルへのリサイクル材30
%使用を義務化。リサイクル材の価値上昇とインフレ
懸念も。

#12
ポリイミドフィルム市
場

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

ポリイミドフィルム市場はフレキシブルエレクトロニ
クス、EV、半導体PKG需要で2033年までに18.6億ド
ルに成長予測。

#13 ポリマー加工助剤市場 市場レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ポリマー加工助剤市場はPEフィルム、フレキシブル包
装、自動車軽量化で成長。PFASフリー代替品への移
行がトレンド。
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#14
フッ素樹脂フィルム市
場

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

フッ素樹脂フィルム市場はエレクトロニクス小型化、
再生可能エネルギー需要で2035年まで成長。アジア
太平洋が最大の市場。

#15
アジアのプラスチック
危機

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

中東依存によるナフサ供給混乱がアジアのプラスチッ
ク危機を招き、台湾、韓国、日本で供給問題が顕在化
。

#16 低誘電材料市場 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

低誘電材料市場はAIサーバー、高速PCB、5G/6Gイン
フラ、半導体PKG需要で成長。アジア太平洋が最速成
長地域。

#17
PCBサプライチェーン
混乱

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中東紛争によりPCB材料（エポキシ樹脂、銅箔）のリ
ードタイム延長と価格高騰が発生。日本のメーカーも
影響。

#18 日本政府1兆円投資 政策発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

日本政府が2030年までに重要鉱物とプラスチックの
リサイクルに1兆円投資。AI選別技術導入、リサイク
ルプラスチック使用義務化。

#19 PHA製ゴミ袋発表 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

韓国CJ第一製糖が独自技術でPHA製ゴミ袋を製品化し
ソウルに寄贈。土壌・海水中での完全生分解性が特長
。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中東情勢による原材料高騰は、自社の製品コストと供給安定性をどこまで脅かすか？
BASFの添加剤再値上げ（#03）やPCB材料のリードタイム延長・価格高騰（#17）は、中東紛争がサプライチェーンに与
える深刻な影響を示しています。特にナフサ依存度の高いアジアでは、プラスチック危機が顕在化（#15）。自社の調達
戦略は、この地政学リスクに耐えうるか、代替調達先や備蓄は十分か、緊急で再評価が必要です。

❷
EU・韓国・日本の新たなリサイクル規制・投資は、自社の製品設計と事業戦略をどう変えるべきか？
EUの包装廃棄物規則（#08）は2026年8月適用開始、韓国はPETボトルへのリサイクル材30%義務化（#11）、そして
日本政府は1兆円投資でリサイクルプラスチック使用を義務化（#18）します。これらの動きは、再生材利用率向上、ケ
ミカルリサイクル技術（#07）への投資、製品の再設計を不可避にします。貴社の製品ポートフォリオは、これらの規制
と市場要求に対応できるか？

❸
高機能ポリマー市場の成長と生分解性材料の台頭は、自社の技術ロードマップにどう組み込むべきか？
ポリイミドフィルム（#12）や低誘電材料（#16）は半導体・EV分野で需要が拡大し、生分解性プラスチック市場（#10
）はCAGR25.5%で成長しています。特にPHA（#19）のような高機能生分解性材料は実用化が進展。自社のR&D;は、
これらの成長市場のニーズを捉え、高機能化と環境対応を両立する材料開発に十分注力できているか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中東紛争

循環経済

ケミカルCR

生分解性材

高機能PI
PFASフリー

フッ素樹脂

バイオ燃料

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中東紛争 注意 代替材料開発機会 原材料高騰・供給難

● 循環経済 注意 リサイクル技術需要増 規制対応・コスト増

● ケミカルCR 機会大 革新的技術開発 —

● 生分解性材 機会大 新市場開拓・環境対応 —
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● 高機能PI 注意 半導体・EV需要増 海外勢との競争

● PFASフリー 注意 新規材料開発 既存製品の代替

● フッ素樹脂 注意 再エネ・電装需要 PFAS規制リスク

● バイオ燃料 参考 原料供給安定化 —
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深掘り ① ― プラスチック廃棄物危機の解決策：ケミカルリサイクルの最前線
#07 | 2026/04/29 | RSC Sustainability | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

世界のプラスチック生産量が2025年までに5億トン、廃棄物蓄積量が120億トンに達すると予測される中、本レビュー
は溶媒ベース溶解、化学的解重合、熱化学変換といった高度なケミカルリサイクル戦略を詳述しています。現在のリサ
イクル率9%という現状を打破し、複雑なプラスチック廃棄物から高純度なモノマーや燃料を回収する技術が注目され
ています。

特に、マイクロ波支援解重合やタンデム触媒といった新興技術は、より穏やかな条件下での高効率化の可能性を秘めて
います。これらの技術は、従来の機械的リサイクルでは困難だった混合プラスチックや汚染されたプラスチックの処理
を可能にし、循環型プラスチック経済の実現に不可欠な役割を担うと期待されます。

▶ 技術者の視点

本論文は査読付き学術論文であり、ケミカルリサイクル技術の現状と将来性を包括的にレビューしてお
り、データ信頼性は非常に高いと評価できます。提示された技術はまだ応用研究段階にあり、大規模商
用化には経済性、エネルギー消費、環境影響評価といった未解決課題が山積しています。特に、高効率
な触媒開発や、多様なプラスチック混合物に対応できる汎用性の高いプロセスの確立が鍵となるでしょ
う。 【機会】日本の材料メーカーや化学プラントメーカーにとっては、これらの革新的なリサイクル技
術の開発・導入は、新たなビジネスチャンスとなり得ます。特に、高付加価値なモノマー回収技術は、
日本の得意とする精密化学分野と親和性が高いです。また、自社製品のライフサイクルアセスメント（L
CA）改善にも直結します。 【脅威】既存のプラスチックメーカーは、ケミカルリサイクル技術への投
資が遅れると、将来的な規制強化や市場の変化に対応できず、競争力を失う可能性があります。特に、
欧州やアジアで加速する循環経済への移行は、日本企業にも変革を迫ります。 【次のアクション】R&D
;部門は、溶媒分解や化学的解重合に関する国内外の最新技術動向を継続的に調査し、自社技術との連携
可能性を検討すべきです。経営企画部門は、ケミカルリサイクル技術への投資戦略を策定し、パートナ
ーシップの可能性を探るべきです。

深掘り ② ― 日本政府、1兆円投資で資源循環を加速：プラスチックリサイクル義務化へ
#18 | 2026/04/27 | Japan NRG Weekly | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

日本政府は2030年までに重要鉱物とプラスチックのリサイクルを大幅に拡大するため、1兆円規模の投資計画を発表し
ました。この計画には、補助金、AIベースの選別技術導入、官民ファンドを通じた資金提供が含まれます。特に、202
8年度までには段階的な割り当てを通じてリサイクルプラスチックの使用を義務化する方針が示されており、国内産業
に大きな影響を与えるでしょう。

2030年までにアルミニウムの40%、レアアースベース磁石材料の30%をリサイクル源から調達する目標も掲げられて
います。ASEAN諸国からの輸入電子廃棄物の国内処理促進も含まれ、日本がアジア地域における資源循環のハブとなる
ことを目指しています。地政学リスクによるナフサ供給の脆弱性への対策としても位置づけられています。
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▶ 技術者の視点

日本政府の1兆円投資計画は、国内の資源循環を加速させる強力なドライバーとなるでしょう。AIベー
スの選別技術導入は、リサイクル効率と品質を飛躍的に向上させる可能性を秘めており、これは日本の
技術力と親和性が高い分野です。2028年度からのリサイクルプラスチック使用義務化は、製造業にとっ
て大きな転換点となります。 【機会】日本の材料・素材メーカー、リサイクル技術プロバイダー、AI開
発企業にとっては、補助金やファンドを活用した事業拡大の絶好の機会です。特に、高品質な再生プラ
スチック原料の供給体制構築や、ケミカルリサイクル技術への投資は、国際競争力強化に繋がります。
部品メーカーやOEMも、環境配慮型製品へのシフトを加速できます。 【脅威】既存のプラスチック製品
メーカーや、再生材調達体制が未整備な企業は、義務化への対応が遅れるとコスト増や市場競争力低下
のリスクに直面します。特に、安定した品質の再生材確保は容易ではなく、サプライチェーン全体での
連携が不可欠です。 【次のアクション】経営企画部門は、政府の具体的な義務化スケジュールと補助金
制度の詳細を早急に把握し、自社の投資計画と製品ロードマップを再検討すべきです。R&D;部門は、A
Iを活用した選別技術や、高機能な再生材の開発に向けた研究を強化する必要があります。
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深掘り ③ ― 韓国CJ第一製糖、PHA製生分解性ゴミ袋で環境市場に参入
#19 | 2026/04/28 | BigGo Finance | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●○○

韓国のCJ第一製糖が、独自の発酵技術で開発した生分解性バイオプラスチックPHA（ポリヒドロキシアルカノエート）
を使用した、韓国初の標準容量ゴミ袋を発表しました。このPHA製ゴミ袋は、従来のプラスチック袋と同等の耐久性を
持ちながら、1.8倍の伸縮性を備え、土壌と海水の両方で完全に生分解されるという画期的な特性を持っています。

同社はソウル中区役所に35万枚のゴミ袋を寄贈し、リサイクル交換プログラムを支援。CJ第一製糖は韓国で唯一PHAを
量産できる企業であり、化粧品容器、包装材、ストローなどPHAの応用範囲を拡大しています。今回の公共部門への参
入は、PHAの商業化とバイオベース材料の普及を大きく加速させる動きとして注目されます。

▶ 技術者の視点

CJ第一製糖によるPHA製ゴミ袋の製品化と公共部門への導入は、生分解性プラスチックの実用化におけ
る重要なマイルストーンです。特に「土壌と海水の両方で完全に生分解される」という特性は、マイク
ロプラスチック問題への根本的な解決策として非常に価値が高いです。伸縮性1.8倍という数値は、実用
性を高める上で大きなアドバンテージとなるでしょう。ただし、生産コストや量産体制の安定性、長期
的な物性維持については、今後の検証が必要です。 【機会】日本の材料メーカーや化学企業にとっては
、PHAの量産技術や応用開発における競争が激化する兆候と捉えられます。日本企業もPHA開発に注力
しており、この分野での技術優位性を確立できれば、新たな市場をリードする機会となります。また、
日本の自治体や小売業界も、環境配慮型製品として同様の生分解性ゴミ袋導入を検討する可能性があり
ます。 【脅威】もし日本企業がPHAの量産化やコスト競争力で韓国企業に遅れを取ると、将来的に生分
解性プラスチック市場で劣勢に立たされる可能性があります。特に、公共調達や大手消費財メーカーがP
HA採用を加速した場合、既存の石油由来プラスチックや他の生分解性プラスチックの市場が侵食される
恐れがあります。 【次のアクション】R&D;部門は、PHAの物性改善、特にコスト削減と量産技術の確
立に向けた研究を加速すべきです。経営企画・営業部門は、韓国の事例を参考に、日本の自治体や大手
小売業者へのPHA製製品の提案可能性を検討し、市場導入戦略を練るべきです。

その他の注目記事
EU包装および包装廃棄物規則、2026年8月より適用開始 (Poligroup Ltd.)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

EU市場向け製品を扱う日本企業は、再生材使用義務化やリサイクル性設計要件への対応を急ぐ必要があり、サプライチ
ェーン全体での見直しが不可避です。

中東紛争によるPCBサプライチェーン混乱と価格高騰 (IndexBox)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

エポキシ樹脂や銅箔のリードタイム延長と価格高騰は、日本のPCBメーカーに直接的な影響。調達部門は代替供給源の
確保と価格交渉戦略の見直しが急務です。

生分解性プラスチック市場 グローバル調査レポート 2026-2035 (DataM Intelligence)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●●

CAGR25.5%という高い成長率を示す生分解性プラスチック市場は、日本企業にとって大きなビジネスチャンス。三菱
ケミカルや東レの動向からも目が離せません。

ポリイミドフィルム市場 グローバル調査レポート 2026-2033 (DataM Intelligence)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●●

フレキシブルエレクトロニクス、EV、半導体PKG需要に牽引されるポリイミドフィルム市場は、日本の得意分野。高熱
耐性シーリング材など新技術開発が競争力維持の鍵です。

アジアにおけるプラスチック危機からの脱却戦略 (Taipei Times)
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技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

中東依存によるナフサ供給混乱は、アジア全体のプラスチック産業に深刻な影響。日本は原材料調達の多様化、戦略的
備蓄、代替材料開発を加速すべきです。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達部門】中東紛争による原材料（ナフサ、エポキシ樹脂、銅箔、添加剤等）の価格高騰とリードタイム延長
リスクを再評価し、代替供給源の緊急調査を開始する。

• 【経営企画】EU包装廃棄物規則（PPWR）および韓国のPETリサイクル義務化の詳細を把握し、自社のEU・韓
国市場向け製品への影響を分析する。

• 【R&D;部門】日本政府の1兆円リサイクル投資計画におけるAI選別技術やケミカルリサイクル関連の補助金・
ファンド情報を収集し、自社技術開発との連携可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】生分解性プラスチック（特にPHA）の最新技術動向と競合（CJ第一製糖等）の量産・製品化状況
を詳細に調査し、自社の技術ロードマップへの影響を評価する。

• 【半導体PKG/EV設計】高性能ポリイミドフィルムや低誘電材料のサプライヤーと連携し、AIサーバー、EVバ
ッテリー、5G/6G向け次世代製品への適用可能性を具体的に検討する。

• 【調達部門】PFASフリーのポリマー加工助剤への移行トレンドに対応するため、既存サプライヤーからの情報
収集と代替品の評価を開始する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】日本政府の1兆円リサイクル投資計画を最大限活用するため、官民ファンドへの申請や共同研究開
発パートナーの探索を含めた中長期戦略を策定する。

• 【R&D;部門】ケミカルリサイクル技術（溶媒溶解、化学的解重合、熱化学変換）の自社導入可能性を評価し、
パイロットプラント建設や外部機関との共同開発を検討する。

• 【材料・素材メーカー】地政学リスクに左右されない、バイオベース原料の安定調達ルート確立に向けた投資や
、農業分野との連携（BASF/Nutrien事例参照）を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-02
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バイオベースポリマー包装材の動向 2026年

概要

PatSnap Insights Teamによるこのレポートは、2026年におけるバイオベースポリマー
包装材の進化する状況を概説しています。規制圧力、原料経済の変化、企業の持続可

能性目標がこの分野を牽引しています。特に、ポリ乳酸（PLA）は商業的に最も成熟
したバイオベース包装ポリマーとして注目されており、再生可能な資源から作られ、
従来のポリエチレンと比較してCO₂排出量を大幅に削減します。また、ポリヒドロキ

シアルカノエート（PHA）は、海洋および土壌での生分解性という点で次世代材料と
して期待されています。

公開日 2026年04月29日  PatSnap Insights Team  イギリス



詳細

背景と市場の推進力

2026年現在、バイオベースポリマー包装材市場は、地球規模での持続可能性への要求
と、それを後押しする各種規制強化によって急速に拡大しています。特に、欧州連合な
ど主要地域でのプラスチック廃棄物削減目標や、企業が設定するカーボンニュートラル
達成へのコミットメントが、バイオベース材料への投資と技術革新を加速させていま
す。PatSnap Insights Teamの分析によると、50以上の特許文書や査読付き研究が、この
分野の技術的進歩と今後の方向性を示しています。

主要な技術動向と材料特性

現在、商業的に最も成熟しているバイオベースポリマーはポリ乳酸（PLA）です。トウ
モロコシ澱粉やサトウキビといった再生可能な資源から製造され、そのライフサイクル
全体で従来のポリエチレンに比べて61.25%のCO₂排出量削減を実現します。PLAは優れ
た透明性と加工性を持ち、様々な包装用途に利用されています。しかし、その分解には
産業堆肥化施設が必要となる点が課題です。

ポリ乳酸（PLA）: 再生可能な資源由来、優れた透明性、加工性、CO₂排出量削減。
産業堆肥化が必要。

ポリヒドロキシアルカノエート（PHA）: 次世代のバイオポリマーとして注目され、
海洋や土壌といった自然環境下での完全な生分解性を持つ点でPLAを上回ります。こ
れはマイクロプラスチック問題へのより根本的な解決策として期待されます。しか
し、PHAは一般的に機械的特性が劣り、生産コストが高いという課題を抱えていま
す。このため、天然繊維との複合化による物性改善やコスト削減の研究が進められて
います。

他にも、澱粉ベースポリマーやセルロース系ポリマーなど、多様なバイオベース材料が
開発されており、それぞれ特定の用途や性能要件に応じて選択されています。



今後の影響と展望

バイオベース包装材がニッチ市場から主流のソリューションへと移行するためには、い
くつかの重要な課題を克服する必要があります。これには、既存の石油由来プラスチッ
クと同等またはそれ以上のバリア性能の実現、コスト競争力の確保、そして信頼性の高
い使用済み処理経路（コンポスト、リサイクルなど）の確立が含まれます。特に、リサ
イクルインフラの整備と消費者への啓発が不可欠です。今後は、材料メーカー、包装メ
ーカー、ブランドオーナー、そして政策立案者間の連携が強化され、より持続可能な未
来に向けた材料開発と市場導入が進むと予想されます。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/bio-based-polymer-packaging-landscape-

2026/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/bio-based-polymer-packaging-landscape-2026/
https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/bio-based-polymer-packaging-landscape-2026/


2026年版 リサイクル炭素繊維複合材料に関するレポート

概要

PatSnap Eurekaが2026年4月29日に発表したレポートは、2008年から2026年までの特
許および文献情報を基に、リサイクル炭素繊維複合材料の製造技術を詳細に分析して

います。特に、熱分解、溶媒分解、およびリサイクル設計が主要なリサイクルプロセ
スとして挙げられ、航空宇宙、風力発電、自動車分野における使用済み炭素繊維強化
プラスチック（CFRP）の管理に大きな影響を与えています。近年では、閉ループ製造

とリサイクル設計への明確なシフトが見られ、材料の商業的実現可能性を高めるため
の繊維品質の向上が重要な焦点となっています。

公開日 2026年04月29日  PatSnap Eureka  イギリス



詳細

背景とリサイクル炭素繊維の需要

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）は、その優れた強度重量比から航空宇宙、自動
車、風力発電ブレードなどの高性能用途で広く採用されています。しかし、これらの製
品の寿命が尽きた際、発生する大量のCFRP廃棄物は環境問題を引き起こし、埋立地の
制限や規制の強化により、リサイクル技術の開発が喫緊の課題となっています。
PatSnap Eurekaの2026年レポートは、この課題に対する技術的進歩と産業界の対応を詳
細に分析しています。

主要なリサイクルプロセスと技術動向

CFRPのリサイクルには主に以下のプロセスが用いられています。

熱分解 (Pyrolysis): 高温下で樹脂成分を分解し、炭素繊維を回収する手法です。比較
的広く利用されていますが、繊維の機械的特性が若干低下する可能性があります。

溶媒分解 (Solvolysis): 特定の溶媒を用いて樹脂成分を化学的に分解し、炭素繊維を
回収します。熱分解よりも穏やかな条件で行われることが多く、繊維へのダメージを
抑えられる可能性があります。

リサイクル設計 (Design-for-recyclability): 製品設計の段階から将来のリサイクルを
考慮することで、より効率的かつ経済的なリサイクルを可能にするアプローチです。
接着剤の選択や複合材の構造設計に工夫が凝らされます。

特に2022年から2026年にかけては、閉ループ製造（Closed-loop manufacturing）への
シフトが顕著です。これは、使用済みCFRP製品から回収した炭素繊維を再び同じ種類
の製品、または同等以上の価値を持つ製品に利用する試みを指します。例えば、Vestas
Wind Systems A/Sは、使用済み風力タービンブレードから回収した繊維マットを用いて
新たな複合構造物を製造する取り組みを進めており、これは資源効率と持続可能性を高
める重要な一歩と見なされています。



今後の課題と商業的展望

リサイクル炭素繊維の商業的成功には、回収された繊維の品質ギャップを克服すること
が不可欠です。バージン炭素繊維と比較して、リサイクル繊維はコスト優位性があるも
のの、物性や形態が劣る場合があるため、用途に応じた適切な品質管理と技術開発が求
められます。また、リサイクルプロセスのさらなる効率化とコスト削減、そして回収さ
れた繊維の市場拡大も重要です。将来的には、これらの技術進歩が高度材料分野におけ
る戦略的な持続可能性目標達成に貢献し、循環型経済の実現に不可欠な要素となるでし
ょう。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/recycled-carbon-fiber-composites-2026-

patsnap-eureka/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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BASF、プラスチック添加剤の価格を再値上げ

概要

BASFは、酸化防止剤、プロセス安定剤、光安定剤を含むグローバルなプラスチック添
加剤ポートフォリオにおいて、最大25%のさらなる価格引き上げを発表しました。こ

の措置は即時実施され、3月の前回の値上げに続くものです。同社は、中東での地政学
的紛争に起因する原材料価格、エネルギーコスト、物流費の大幅な上昇を主な理由と
して挙げています。BASFは、プラスチック添加剤の主要サプライヤーとして、その包

括的なポートフォリオがポリマーの加工性、耐熱性、耐光性を向上させると強調して
います。

公開日 2026年04月27日  BASF (Trade News)  ドイツ



詳細

背景：地政学的な緊張とコスト上昇

2026年4月27日、ドイツの大手化学企業であるBASFは、世界のプラスチック添加剤製品
群について、最大25%の追加的な価格引き上げを発表しました。この値上げは、同年3
月に行われた価格改定に続くものであり、わずか1ヶ月の間に複数回の価格調整が行わ
れる異例の事態となっています。主な要因として、中東地域における継続的な地政学的
な紛争が挙げられ、これが原油価格の高騰、原材料の供給不安定化、エネルギーコスト
の上昇、そして国際物流費の増大に直結しているとBASFは説明しています。

主要な内容：製品と影響範囲

今回の価格引き上げの対象となるのは、BASFが提供する広範なプラスチック添加剤ポー
トフォリオ全体であり、具体的には以下の製品群が含まれます。

酸化防止剤: ポリマーの酸化劣化を防ぎ、製品寿命を延ばす。

プロセス安定剤: 高温での加工中にポリマーが分解するのを防ぎ、加工効率と製品品
質を維持する。

光安定剤: 紫外線による劣化からポリマーを保護し、屋外用途での耐久性を向上させ
る。

これらの添加剤は、自動車部品から家電製品、包装材、建設資材に至るまで、様々なプ
ラスチック製品の製造に不可欠な基幹材料です。BASFは、これらの添加剤がポリマーの
加工性、熱安定性、光安定性を向上させ、最終製品の性能と耐久性に大きく貢献してい
ると強調しています。

影響と展望：サプライチェーンへの圧力と持続可能性への取り組み

今回の価格引き上げは、自動車、消費財、建設、エレクトロニクスなど、プラスチック
を大量に使用する幅広い産業に直接的なコスト圧力をもたらします。最終製品価格への
転嫁や、原材料調達戦略の見直しを迫られる企業も少なくないでしょう。Bloombergな
どの外部報道機関も、この価格調整がグローバルサプライチェーンに与える広範な経済
的影響を報じており、地政学的な緊張がいかに産業界のインプットコストに波及するか
を示しています。



BASFは、このような厳しい事業環境下でも、より持続可能なソリューションの開発に継
続的に取り組む姿勢を示しています。これは、コスト圧力だけでなく、環境規制の強化
や企業のESG（環境・社会・ガバナンス）目標達成へのニーズに応えるためのものであ
り、将来的にはバイオベースやリサイクル可能な添加剤への移行が加速する可能性も示
唆しています。しかし、短期的には、不安定な国際情勢が化学品市場に与える影響は避
けられない見通しです。

元記事: https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/04/p-26-081

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/04/p-26-081


BASFとNutrien、低炭素バイオ燃料市場への農業者アクセ
ス拡大で協力

概要

BASFとNutrien Ltd.は、農業者が既存の持続可能な農業慣行からより多くの価値を得る
ことを目的とした戦略的提携を発表しました。この提携の下、Nutrienの農業専門家
は、実践的な農場での持続可能性イニシアティブを通じて、作物の収量ポテンシャル

を最適化するために生産者と直接協力します。当初の焦点は低炭素バイオ燃料市場で
すが、この動きは、バイオベースソリューションと持続可能性への広範な産業トレン
ドを反映しています。

公開日 2026年04月28日  BASF News Releases  ドイツ



詳細

背景：持続可能な農業とバイオ燃料の需要増加

環境規制の強化と持続可能な資源への関心の高まりを受け、農業分野では低炭素な生産
方法への移行が加速しています。特に、低炭素バイオ燃料市場は、化石燃料依存からの
脱却を目指す産業界にとって重要な選択肢となっています。このような背景の中、世界
的な化学品およびポリマー企業であるBASFと、農業ソリューションの大手プロバイダー
であるNutrien Ltd.は、持続可能な農業慣行の価値を最大化するための戦略的提携を発表
しました。

主要な協力内容

2026年4月28日に発表されたこの提携は、以下の主要な活動を軸に展開されます。

農業者への支援: Nutrienの農業専門家が、個々の農業生産者と直接協力し、農場にお
ける持続可能な実践を最適化します。これには、精密農業技術の導入、土壌管理の改
善、肥料使用の最適化などが含まれ、これらを通じて収量ポテンシャルを高めるとと
もに、環境負荷の低減を目指します。

低炭素バイオ燃料市場へのアクセス拡大: この提携の当面の焦点は、農業者が自身の
持続可能な農業実践によって生産された作物を、低炭素バイオ燃料市場においてより
高い価値で販売できるよう支援することです。これにより、農業生産者は環境に配慮
した取り組みに対して経済的なインセンティブを得ることが可能になります。

データと知見の活用: 両社は、農場から収集されるデータを活用し、持続可能な農業
実践が作物収量や環境パフォーマンスに与える影響を分析します。これにより、効果
的な農業ソリューションの開発と普及をさらに加速させます。

高分子・化学産業への影響と展望

BASFとNutrienの提携は、直接的には農業分野とバイオ燃料市場に焦点を当てています
が、広範な化学およびポリマー産業にも間接的な影響を与えると考えられます。この提
携は、持続可能な農産物原料の市場を育成することで、バイオベースのポリマーや化学
品の開発と採用を促進する可能性があります。例えば、バイオベースプラスチックの原
料となるバイオマス供給の安定化や、その生産過程における環境フットプリントの削減
に貢献することが期待されます。



このような取り組みは、循環経済の原則に沿ったものであり、産業界全体のカーボンフ
ットプリント削減への貢献を目指しています。長期的には、農業と産業の連携が強化さ
れることで、化石資源への依存を減らし、より環境に優しい材料とエネルギー源への移
行が加速されるでしょう。これは、高分子産業が直面する持続可能性の課題に対する、
重要な戦略的アプローチの一つと見なされます。

元記事: https://www.basf.com/us/en/media/news-releases

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basf.com/us/en/media/news-releases


2026年の主要生分解性包装用ポリマーガイド

概要

NovoEarthが2026年4月26日に公開したこのガイドは、持続可能な包装オプションへの
消費者需要の高まりと、2028年までにバイオプラスチック市場が750万トンを超える

という予測を背景に、2026年の主要な生分解性包装用ポリマーを概説しています。ポ
リ乳酸（PLA）は、トウモロコシ澱粉やサトウキビなどの再生可能資源から作られる
商業的に成功したポリマーとして挙げられ、良好な印刷適性と低いカーボンフットプ

リントを提供します。ポリヒドロキシアルカノエート（PHA）は、海洋および土壌で
の真の生分解性を持つ次世代材料として注目されています。

公開日 2026年04月26日  NovoEarth  アメリカ



詳細

背景：高まる持続可能性への需要

現代社会におけるプラスチック廃棄物問題の深刻化と、環境意識の高い消費者の増加
は、持続可能な包装ソリューションへの需要を劇的に高めています。市場予測では、バ
イオプラスチックの世界市場は2028年までに750万トンを超える規模に達するとされて
おり、生分解性ポリマーはその中核を担う材料として期待されています。この動向を受
けて、NovoEarthが2026年4月26日に発表したガイドは、包装分野における主要な生分
解性ポリマーの現状と将来性について解説しています。

主要な生分解性ポリマーとその特性

ガイドでは、特に包装用途で注目される以下の生分解性ポリマーが取り上げられていま
す。

ポリ乳酸 (PLA): トウモロコシ澱粉やサトウキビなどの再生可能資源から作られる
PLAは、透明性、剛性、印刷適性に優れ、商業的に最も成功している生分解性ポリマ
ーの一つです。従来の石油由来プラスチックと比較して、製造時の二酸化炭素排出量
を削減できるメリットがあります。主に硬質包装材、フィルム、繊維などに利用され
ます。

ポリヒドロキシアルカノエート (PHA): 次世代の生分解性材料として非常に高い関心
を集めているのがPHAです。微生物によって生成されるPHAは、土壌や海洋を含む自
然環境下で完全に生分解される特性を持ち、マイクロプラスチック問題の解決に貢献
すると期待されています。ただし、現状ではPLAと比較して生産コストが高く、特定
の機械的特性の改善が課題となっています。

澱粉ベース生分解性ポリマー: 澱粉を主成分とするこれらのポリマーは、コスト効率
が高く、他の生分解性ポリマーとのブレンドによって強度や加工性を向上させること
が可能です。食品容器や緩衝材、農業用フィルムなどで利用されています。

ポリブチレンサクシネート (PBS): 良好な耐熱性と機械的強度を持つPBSは、特にフィ
ルムやシート、射出成形品に適しています。比較的幅広い温度帯で性能を維持できる
ため、多様な用途での応用が期待されています。



影響と展望：環境負荷低減と市場拡大

これらの生分解性ポリマーは、最終的に水、二酸化炭素、およびバイオマスに分解され
るため、長期間にわたるマイクロプラスチックの蓄積を抑制し、環境負荷を大幅に低減
します。コンポスト可能な最終処理オプションを提供することで、廃棄物管理システム
に新たな選択肢をもたらします。

市場では、これらの材料の性能向上とコスト削減に向けた研究開発が活発に行われてお
り、より広範な用途での採用が進むと予想されます。特に、食品包装、使い捨て食器、
農業用資材など、使い捨てが主流となる分野での代替が進むことで、持続可能な社会の
実現に大きく貢献するでしょう。技術革新と消費者の意識向上、そして政策的な後押し
が相まって、生分解性ポリマー市場は今後も力強い成長を続ける見込みです。

元記事: https://novoearth.co/what-are-the-top-biodegradable-polymer-products-available-for-

packaging/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://novoearth.co/what-are-the-top-biodegradable-polymer-products-available-for-packaging/
https://novoearth.co/what-are-the-top-biodegradable-polymer-products-available-for-packaging/


生分解性ポリマーガイド：PLA、PBAT、PHA、PBS、TPS

概要

Samcomeが2026年4月26日に公開したガイドは、現代の包装および持続可能な製品開
発における生分解性ポリマーの重要性を強調しています。これらのポリマーは、食品

包装、袋、フィルム、射出成形品など、さまざまな用途で使用されています。ガイド
では、生分解性ポリマーをバイオベース、化石ベースで生分解性、またはブレンドと
して分類し、それぞれが異なる性能プロファイルを持つことを説明しています。特に

PLA、PBAT、PHA、PBS、澱粉ベースポリマー（TPS）が取り上げられ、その特性と用
途が紹介されています。

公開日 2026年04月26日  Samcome  アメリカ



詳細

背景：持続可能性への転換を促す生分解性ポリマー

環境問題、特にプラスチック廃棄物の蓄積が深刻化する中、生分解性ポリマーは現代の
包装産業や製品開発において不可欠な材料としてその重要性を増しています。
Samcomeが2026年4月26日に発表したこのガイドは、企業が持続可能な製品ポートフォ
リオを構築するための羅針盤として、生分解性ポリマーの多様な側面を解説していま
す。これらの材料は、従来のプラスチックに代わる環境に優しい選択肢として、食品包
装から使い捨て製品まで幅広い分野での応用が期待されています。

生分解性ポリマーの種類と特性

生分解性ポリマーは、その原料や分解特性によっていくつかのカテゴリーに分類されま
す。主な種類としては、バイオベース（再生可能資源由来）、化石ベース（石油由来だ
が生分解性を持つ）、またはこれらのブレンドがあり、それぞれが特定の用途に最適化
された性能プロファイルを持っています。ガイドで特に取り上げられている主要な生分
解性ポリマーは以下の通りです。

ポリ乳酸 (PLA): 再生可能資源由来で、優れた透明性と剛性を持つため、硬質包装材
やボトル、カトラリーなどに適しています。また、良好な印刷適性も持ち合わせてい
ます。

ポリブチレンアジペートテレフタレート (PBAT): 柔軟性と優れた引裂強度を持つ
PBATは、コンポスト可能な袋、農業用マルチフィルム、生分解性ラップフィルムな
ど、軟質包装や柔軟性が求められる用途に広く利用されています。

ポリヒドロキシアルカノエート (PHA): 微生物によって生成されるPHAは、海洋や土
壌を含む多様な自然環境下で生分解される特性が最大の特長です。これにより、マイ
クロプラスチック汚染への懸念を軽減します。包装材、使い捨て食器、医療用品など
への応用が期待されています。

ポリブチレンサクシネート (PBS): 良好な耐熱性と加工性、そして適度な機械的強度
を兼ね備えるPBSは、フィルム、繊維、射出成形品など、幅広い用途で利用されてい
ます。

澱粉ベースポリマー (TPS: Thermoplastic Starch): 澱粉を主成分とするポリマーは、
コスト効率が高く、他の生分解性ポリマーとブレンドすることで物性改善が図られま
す。特に食品包装、発泡緩衝材、コンポスト可能な製品に用いられます。



影響と展望：持続可能な選択肢とビジネス戦略

これらの生分解性ポリマーは、企業が製品のライフサイクル全体で環境への影響を考慮
し、より強力な持続可能性のポジショニングを構築するための重要なツールとなりま
す。分解後の残渣が環境に負荷をかけにくいという特性は、消費者の購買意欲を刺激
し、企業のブランドイメージ向上にも寄与します。

市場では、生分解性ポリマーの性能向上、コスト削減、そして用途拡大に向けた研究開
発が引き続き活発に行われています。将来的には、これらの材料が従来のプラスチック
を代替するだけでなく、新たな高機能製品の開発を可能にし、循環型経済の実現に不可
欠な要素としてその役割をさらに拡大していくと予想されます。

元記事: https://samcome.com/biodegradable-polymers-guide-for-2026-materials-properties-and-

applications/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://samcome.com/biodegradable-polymers-guide-for-2026-materials-properties-and-applications/
https://samcome.com/biodegradable-polymers-guide-for-2026-materials-properties-and-applications/


世界のプラスチック廃棄物危機：ケミカルリサイクルとア
ップサイクリング戦略

概要

RSC Sustainabilityによるこの包括的なレビューは、増大する世界のプラスチック廃棄
物危機に対応し、2025年までに年間プラスチック生産量が5億トンに達し、廃棄物蓄
積量が120億トンを超えると予測しています。現在、プラスチック廃棄物の約9%しか

リサイクルされておらず、大半が埋立、焼却、または不適切な方法で処理され、温室
効果ガス排出と環境汚染に大きく寄与しています。本レビューでは、溶媒ベースの溶
解、化学的解重合、熱化学変換などの高度なプラスチックアップサイクリング戦略を

詳しく解説し、効率的な大規模実装の可能性を強調しています。

公開日 2026年04月29日  RSC Sustainability (RSC Publishing)  イギリス



詳細

背景：深刻化する世界のプラスチック廃棄物問題

現代社会は、プラスチックの過剰生産と不適切な廃棄処理に起因する深刻な環境危機に
直面しています。RSC Sustainabilityの包括的なレビューによると、2025年までに世界の
年間プラスチック生産量は5億メートルトンに達し、総廃棄物蓄積量は120億メートルト
ンを超える見込みです。現状では、プラスチック廃棄物の約9%しかリサイクルされて
おらず、残りの大部分は埋立、焼却、または環境中への不適切な排出という形で処理さ
れています。これは、温室効果ガス排出量の増加、海洋汚染、生態系への悪影響といっ
た形で地球環境に多大な負荷を与えています。

主要なケミカルリサイクルとアップサイクリング戦略

プラスチック廃棄物危機の解決策として、物理的なマテリアルリサイクルだけでは対応
しきれない複雑なプラスチック混合物や汚染されたプラスチックに対応可能なケミカル
リサイクル（化学的リサイクル）およびアップサイクリング戦略が注目されています。
本レビューでは、以下の先進的な技術が詳細に論じられています。

溶媒ベースの溶解 (Solvent-based dissolution): 特定の溶媒を使用してプラスチック
を溶解させ、不純物を除去した後に高純度のポリマーを回収する技術です。これによ
り、元のポリマーの品質を維持しやすくなります。

化学的解重合 (Chemical depolymerization): ポリマーをその構成モノマーやオリゴ
マーに分解し、これらを新たなポリマー製造の原料として再利用する手法です。ポリ
エステルやナイロンなどの縮合系ポリマーで特に効果的です。

熱化学変換 (Thermochemical conversions): 熱分解やガス化といったプロセスを通
じて、プラスチックを燃料油、化学原料、または合成ガスに変換します。ポリオレフ
ィン、PVCなど、様々なプラスチックに対応可能です。

これらのプロセスにおいて、反応経路、触媒設計、および処理パラメーターが生成物の
選択性と効率に大きな影響を与えるため、継続的な研究開発が不可欠です。特に、マイ
クロ波支援解重合やタンデム触媒などの新興技術は、より穏やかな条件下での高効率化
の可能性を秘めています。



影響と展望：循環型プラスチック経済の推進

ケミカルリサイクルとアップサイクリング戦略の進展は、世界のプラスチック循環経済
の加速に不可欠な要素です。これらの技術は、従来の機械的リサイクルでは困難だった
複雑なプラスチック廃棄物の処理を可能にし、バージン材料の使用量を削減すること
で、資源の有効活用と環境負荷低減に貢献します。

課題としては、これらの技術の大規模な商用化に向けた経済的実現可能性、エネルギー
消費、そして環境への影響評価が挙げられます。しかし、政府の政策支援、産業界の投
資、そして研究機関の革新的な取り組みが連携することで、将来的にはこれらの先進技
術がプラスチック廃棄物問題の解決に大きな役割を果たし、持続可能な社会の構築に貢
献すると期待されています。

元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/su/d5su00506j

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/su/d5su00506j


EU包装および包装廃棄物規則、2026年8月より適用開始

概要

2025年2月に発効したEU包装および包装廃棄物規則（PPWR）が、2026年8月12日から
一般的に適用されます。この規則は、既存の指令ベースの枠組みに代わり、EU市場に

流通する包装材の製造、組成、リサイクル性、廃棄物管理に関する統一されたルール
を課します。目的は、プラスチック包装材における再生材の使用増加を促進し、バー
ジン材料への依存を長期的に削減することです。この新規則は、製造業者に対し、将

来のリサイクル要件を満たす製品設計と、信頼性の高い再生原材料の重要性を高める
よう圧力をかけることになります。

公開日 2026年04月25日  Poligroup Ltd.  欧州連合



詳細

背景：EUの循環経済戦略における包装材の役割

欧州連合（EU）は、循環型経済への移行を加速させるため、包装材とその廃棄物に関す
る包括的な規制強化を進めています。この取り組みの一環として、2025年2月に「EU包
装および包装廃棄物規則（Packaging and Packaging Waste Regulation, PPWR）」が発
効しました。この新規則は、これまでの指令ベースの枠組みに代わるものであり、2026

年8月12日からEU市場に流通するすべての包装材に対して一般的に適用されることにな
ります。これは、包装材の設計から生産、使用、そして最終的な廃棄物管理に至るまで
のライフサイクル全体にわたる大きな変革を意味します。

主要な内容：統一ルールと目標

PPWRの主な目的は、EU域内におけるプラスチック包装材のリサイクル率を向上させ、
バージン材料（新規製造材料）への依存を段階的に削減することです。この規則は、以
下の主要な要素を包含しています。

統一されたルール: 包装材の製造、組成、リサイクル性、および廃棄物管理に関する
統一された基準が設定されます。これにより、EU域内での製品流通の円滑化と、環
境性能の底上げが図られます。

リサイクルコンテンツの義務化: プラスチック包装材における再生材（リサイクルコ
ンテンツ）の使用を義務付ける具体的な目標値が設定される予定です。これは、再生
プラスチック市場の活性化と、サプライチェーン全体の持続可能性向上を促します。

再利用とリサイクルの促進: 包装材の再利用可能性を高める設計や、容易にリサイク
ルできる単一素材への移行が推奨されます。また、特定の使い捨て包装材の使用が制
限される可能性もあります。

廃棄物発生量の削減目標: EU全体として包装廃棄物の発生量を削減するための目標が
設定され、加盟国はこれに応じた国内戦略を策定する必要があります。

2026年3月には、欧州委員会が本規則の実施に関するガイダンスを発行しており、この
移行への真剣な姿勢が示されています。

企業への影響と展望：循環型経済への適応

この新しいEU規則は、包装材を製造・使用する企業に対し、多岐にわたる影響を及ぼし
ます。



製品設計の変革: 製造業者は、将来のリサイクル要件や再利用目標を満たすように製
品設計を根本的に見直す必要に迫られます。これにより、素材の選択、複合材の使
用、ラベルやインクの種類など、あらゆる要素が検討対象となります。

再生原材料の調達: 再生材の使用義務化に伴い、信頼性が高く品質が安定した再生原
材料の確保が極めて重要になります。これは、リサイクル産業への投資を促進し、新
たなサプライチェーンの構築を促すでしょう。

コストと競争力: 規則への対応には初期投資が必要となる可能性があり、これが製品
コストに影響を与えることも考えられます。しかし、長期的に見れば、持続可能性に
優れた企業が市場での競争優位性を確立する可能性があります。

PPWRは、EUが目指す循環型経済の実現に向けた重要な一歩であり、欧州市場で事業を
展開するすべての企業にとって、持続可能なビジネスモデルへの適応が喫緊の課題とな
るでしょう。

元記事: https://poligroup.eu/en/blog/recycling/plastic-waste-recycling-in-2026

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://poligroup.eu/en/blog/recycling/plastic-waste-recycling-in-2026


2026年半導体・EV分野における高性能ポリイミド応用動
向

概要

高性能ポリイミド（PI）材料は、その比類ない極限環境性能から、航空宇宙、エレク
トロニクス、自動車、半導体といった分野で理想的な素材として注目されています。
PI材料は、最高500°F（約260°C）までの卓越した耐熱性、優れた電気絶縁性、高温下

での高い機械的強度と安定性によって特徴づけられます。また、耐薬品性、耐摩耗
性、低アウトガス特性も持ち合わせているため、特に半導体や電気自動車（EV）の高
性能部品において信頼性と長寿命化に貢献しています。

公開日 2026年05月01日  Port Plastics  アメリカ



詳細

背景：高まる極限環境下での材料要求

現代の先端技術分野では、ますます過酷な動作環境に耐えうる高性能な材料が求められ
ています。特に、半導体デバイスの微細化と高密度化、そして電気自動車（EV）の高性
能化に伴い、従来の材料では対応しきれないレベルの耐熱性、電気特性、機械的安定性
が不可欠となっています。このような背景の中、高性能ポリイミド（PI）材料が、その
優れた特性によりこれらの要求に応えるキーマテリアルとして注目を集めています。

主要なポリイミド材料の特性と応用

ポリイミドは、そのユニークな化学構造から、他のポリマーでは達成が困難な一連の優
れた特性を示します。

卓越した耐熱性: 最高500°F（約260°C）という非常に高い連続使用温度を実現し、短
時間であればさらに高温にも耐えることができます。これにより、高温環境下での部
品の安定稼働を保証します。

優れた電気絶縁性: 高い絶縁耐力と低い誘電損失を併せ持ち、精密な電子回路の絶縁
層として理想的です。特に高周波・高速信号伝送が求められるアプリケーションでそ
の真価を発揮します。

高い機械的強度と安定性: 高温下でも優れた機械的強度と寸法安定性を維持するた
め、構造部品や精密機構部品に適しています。

耐薬品性および耐摩耗性: 多くの化学物質に対して安定であり、高い耐摩耗性も持つ
ため、厳しい環境下での使用が可能です。

低アウトガス性: 真空環境下でもガス放出が非常に少ないため、半導体製造装置内部
や宇宙用途など、クリーンな環境が求められる分野で重要です。

これらの特性から、ポリイミドは以下のような先端分野で広く応用されています。

半導体分野: 半導体パッケージの絶縁層、ウェハ搬送キャリア、プローブカード、テ
ストソケットなど、高熱発生環境下での電気的・熱的絶縁材として不可欠です。微細
化が進むデバイスの信頼性向上に貢献します。

電気自動車（EV）分野: EVのモーター、バッテリーパック、電力変換器（インバータ
ー）、充電システムなど、高温かつ高電圧にさらされる部品に適用されます。高い熱
安定性と機械的完全性が、EVの安全性、信頼性、長寿命化に寄与します。



航空宇宙分野: 航空機の構造部品、衛星の熱制御層、電気配線絶縁など、軽量化と耐
極限環境性能が同時に求められる用途で利用されます。

影響と展望：次世代技術の実現を支える素材

高性能ポリイミド材料は、半導体技術のさらなる進化やEVの普及拡大において、その基
盤を支える重要な役割を担っています。特に、AIサーバーの高性能化に伴う発熱問題
や、EVバッテリーの高出力化・急速充電技術の進展は、より優れた耐熱性と信頼性を持
つポリイミド材料の需要をさらに押し上げると予想されます。

研究開発は、さらなる耐熱性、低誘電性、そして加工性の向上を目指しており、将来的
にはより薄く、より高機能なポリイミド材料が、次世代の電子機器や輸送システムの実
現に不可欠な存在となるでしょう。

元記事: https://portplastics.com/pi-polyimide-grades/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://portplastics.com/pi-polyimide-grades/


生分解性プラスチック市場 グローバル調査レポート
2026-2035

概要

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。同社が2026年4月29日に発表した「生分解性プラスチック市場」に関する
グローバル調査レポートは、2026年から2035年までの期間を対象としています。持続

可能な包装への需要増大、循環経済の義務化、ブランドの持続可能性コミットメント
を背景に、市場は大きく成長していると分析しています。市場は2035年までに1154.5

億米ドルに達すると予測されており、2026年からの複合年間成長率（CAGR）は25.5%

とされています。

公開日 2026年04月29日  DataM Intelligence 4 Market Research LLP  アメリカ



詳細

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。

レポート概要

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、「生分解性プラスチック市場」に関する
包括的なグローバル調査レポートを2026年4月29日に発表しました。本レポートは、
2026年から2035年までの期間を対象とし、生分解性プラスチック市場の現在の動向、
成長要因、課題、および将来予測を詳細に分析しています。調査範囲は、様々な種類の
生分解性ポリマー、主要なアプリケーション分野、および世界中の主要地域を網羅して
います。

主要な調査結果

市場規模と成長率: 世界の生分解性プラスチック市場は、持続可能な包装、循環経済
の推進、および企業の環境目標達成に向けた取り組みに牽引され、顕著な成長を遂げ
ています。レポートによると、市場は2035年までに1154.5億米ドルに達すると予測
されており、2026年からの複合年間成長率（CAGR）は25.5%という高い成長が見込
まれています。

地域別動向:

日本: 高度な材料開発と高品質な包装に対する重視が継続しており、生分解性プラ
スチックの開発・採用が進んでいます。例えば、2026年3月には三菱ケミカルグル
ープが包装材および産業用途向け生分解性プラスチックの開発を強化し、2026年2

月には東レが消費財包装や特殊フィルム向けに新たな生分解性樹脂ソリューショ
ンを投入しました。これらは日本の循環経済目標を支援するものです。

韓国: 持続可能性プログラムを通じてイノベーションを推進しており、生分解性プ
ラスチックの分野でも活発な動きが見られます。

台湾: 特殊材料および輸出製造エコシステムにおける主要プレーヤーとして、市場
の成長に貢献しています。

主要プレイヤーの動向: NatureWorks LLCは、増大する包装需要に対応するため、
2026年3月に米国でPLA（ポリ乳酸）の生産能力を拡大しました。これはグローバル
な供給体制に影響を与える重要な動きです。



レポートは、これらの要因が市場の成長をどのように推進しているか、また主要な地域
市場の具体的な動きについても深掘りしています。

発行会社について

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、多岐にわたる産業分野において詳細な市
場調査レポートを提供している企業です。同社は、定量的および定性的な分析手法を組
み合わせ、市場規模、成長予測、競争環境、技術動向に関する信頼性の高いデータとイ
ンサイトを提供することを得意としています。特に、新しい技術やニッチ市場の分析に
強みを持っており、企業が戦略的な意思決定を行う上での重要な情報源となっていま
す。

元記事: https://www.openpr.com/news/4494385/biodegradable-plastics-market-report-shows-high-

growth

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4494385/biodegradable-plastics-market-report-shows-high-growth
https://www.openpr.com/news/4494385/biodegradable-plastics-market-report-shows-high-growth


韓国、2030年までにPETボトルへのリサイクル材30%使用
を義務化

概要

韓国の気候・エネルギー・環境省は、新たな「プラスチックフリー循環経済移行推進
計画」を発表し、水や飲料用の無色PETボトルに2030年までに少なくとも30%のリサイ
クル材料を含有することを義務付けました。これは、現在の10%以上のリサイクル材

含有義務を強化し、新規プラスチックの使用を削減することを目的としています。し
かし、この政策はリサイクル材料の価値を高め、インフレを招く可能性があるとの懸
念も示されています。

公開日 2026年04月28日  Korean News Report  韓国



詳細

背景：循環経済への移行とプラスチック規制強化

地球規模でのプラスチック汚染問題と資源枯渇への懸念が高まる中、各国政府は循環経
済への移行を加速させるための政策を推進しています。韓国もその例外ではなく、2026
年4月28日、韓国の気候・エネルギー・環境省は「プラスチックフリー循環経済移行推
進計画」を発表しました。この計画は、プラスチックの使用量を削減し、リサイクルを
促進することで、持続可能な社会の実現を目指すものです。

主要な内容：PETボトルのリサイクル材義務化

この新計画の核心となるのは、特定のプラスチック製品における再生材料の使用義務化
です。具体的には、水や飲料用の無色ポリエチレンテレフタレート（PET）ボトルにつ
いて、2030年までに少なくとも30%のリサイクル材料を含有することを義務付けるもの
です。これは、現在課されている10%以上のリサイクル材含有義務を大幅に強化するも
のであり、新規プラスチック（バージンプラスチック）の使用を抑制し、プラスチック
資源の循環利用を促進することを目的としています。政府は、今後4年間でこの目標を
段階的に引き上げていく方針です。

影響と課題：インフレリスクとサプライチェーンの懸念

この野心的な政策に対しては、業界内外から様々な課題と懸念が提起されています。

インフレリスク: リサイクル材料の需要が高まることで、その市場価値が上昇し、結
果として最終製品価格に転嫁され、インフレを招く可能性があります。一部の批評家
は、リサイクルプラスチックの製造コストが、ナフサ由来の新規プラスチックよりも
20～30%高くなる可能性があると指摘しています。

リサイクル材料の確保: 30%という高いリサイクル含有率を達成するためには、安定
した品質と量のリサイクル材料を確保することが大きな課題となります。国内での供
給が不足した場合、韓国は日本や台湾からの輸入に頼らざるを得なくなる可能性があ
り、「廃棄物の逆輸入」といった事態も懸念されています。

補助金制度の是非: 政府は、リサイクル材料の使用に伴う企業コスト増を相殺するた
めに補助金制度の導入を検討していますが、このアプローチは、新たな代替プラスチ
ックの開発を阻害する可能性があるとして批判されています。補助金が特定の技術を
過度に優遇することで、市場のイノベーションを歪める可能性が指摘されています。



展望：政策の調整と持続可能なソリューション

韓国政府のこの取り組みは、プラスチック問題に対する強い意志を示すものですが、そ
の実施には綿密な計画と、経済的・産業的な影響への慎重な配慮が求められます。リサ
イクル材料の安定供給体制の構築、コスト増加への対策、そして新たな代替材料開発へ
のバランスの取れた支援策が、政策の成功には不可欠となるでしょう。持続可能な社会
の実現に向けて、政府、企業、そして消費者が協力し、課題を克服していく姿勢が求め
られます。

元記事: https://www.chosun.com/english/national-en/2026/04/29/7MBJJXJQLZHNFJOESSJMMPJGEY/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chosun.com/english/national-en/2026/04/29/7MBJJXJQLZHNFJOESSJMMPJGEY/


ポリイミドフィルム市場 グローバル調査レポート 2026-
2033

概要

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。同社が2026年4月29日に発表した「ポリイミドフィルム市場」に関するグ
ローバル調査レポートは、2026年から2033年までの期間を対象としています。フレキ

シブルエレクトロニクス、半導体パッケージング、EVエレクトロニクス、高温絶縁
材、折りたたみ式ディスプレイからの需要増加に牽引され、市場は大きく成長すると
分析されています。市場は2025年の8.5億米ドルから2033年には18.6億米ドルに達し、

2026年からの複合年間成長率（CAGR）は10.3%と予測されています。

公開日 2026年04月29日  DataM Intelligence 4 Market Research LLP  アメリカ



詳細

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。

レポート概要

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、2026年4月29日に「ポリイミドフィルム
市場」に関するグローバル調査レポートを発表しました。本レポートは、2026年から
2033年までの予測期間におけるポリイミドフィルム市場の包括的な分析を提供してお
り、市場規模、成長ドライバー、主要なトレンド、および地域ごとの動向に焦点を当て
ています。フレキシブルエレクトロニクス、高機能半導体、電気自動車（EV）といった
先端産業からの需要が、この市場の成長を強く牽引していると分析されています。

主要な調査結果

市場規模と成長率: 世界のポリイミドフィルム市場は、その優れた耐熱性、電気絶縁
性、機械的強度により、急速な拡大が見込まれています。市場規模は2025年の8.5億
米ドルから、2033年には18.6億米ドルに達すると予測されており、2026年からの複
合年間成長率（CAGR）は10.3%という高い成長率で推移する見込みです。

成長の主な牽引要因:

フレキシブルエレクトロニクス: ウェアラブルデバイスやフレキシブルディスプレ
イ、IoTデバイスの普及に伴い、高い柔軟性と信頼性を持つポリイミドフィルムの
需要が増加しています。

半導体パッケージング: 高密度化・高性能化が進む半導体デバイスにおいて、ポリ
イミドフィルムは熱的・電気的絶縁材料として不可欠な役割を担っています。

EVエレクトロニクスおよび高温絶縁材: 電気自動車のバッテリーやモーター、パワ
ーエレクトロニクスにおける高温環境下での信頼性確保のため、優れた耐熱性を
持つポリイミドフィルムの採用が拡大しています。

折りたたみ式ディスプレイ: スマートフォンの折りたたみ式ディスプレイなど、新
たなフォームファクタを持つデバイスの登場が、市場の大きな成長ドライバーと
なっています。

地域別動向:



アジア太平洋地域: 世界のポリイミドフィルム市場において最も大きなシェアを占
めており、特に半導体製造と先進パッケージング能力を持つ台湾、ディスプレイ
およびフレキシブルエレクトロニクスが盛んな韓国、そして電子材料イノベーシ
ョンの中心である日本が、この市場の成長に大きく貢献しています。

最近の技術開発: 2026年4月には、東レが高熱耐性ポリイミドシーリング材を発表
し、MEMSデバイスの信頼性向上と小型化を目指しています。また、PI Advanced

MaterialsのZenimidポリイミドフィルムが、韓国のヌリ4号ミッションの衛星太陽電
池アレイに使用されるなど、新技術の採用も進んでいます。

発行会社について

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、グローバル市場における多岐にわたる産
業分野の調査を専門とする市場調査会社です。同社は、詳細なデータ分析と専門的な知
見に基づき、企業の戦略策定を支援する高品質なレポートを提供しています。特に、新
興技術、材料科学、エレクトロニクス分野における深い専門知識を持ち、市場の機会と
課題を明確に示唆する情報を提供しています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4494705/polyimide-film-market-to-accelerate-as-flexible-

electronics-ev

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ポリマー加工助剤市場 グローバル調査レポート 2026-
2033

概要

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。同社が2026年4月30日に発表した「ポリマー加工助剤市場」に関するグロ
ーバル調査レポートは、2026年から2033年までの期間を対象としています。PEフィル

ム、フレキシブル包装、自動車の軽量化といった分野からの需要に牽引され、市場は
成長すると分析されています。市場は2026年の25.6億米ドルから2033年には31.5億米
ドルに達すると予測されており、特にPFASフリー代替品への移行が重要なトレンドと

なっています。

公開日 2026年04月30日  DataM Intelligence 4 Market Research LLP  アメリカ



詳細

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。

レポート概要

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、2026年4月30日に「ポリマー加工助剤市
場」に関するグローバル調査レポートを発表しました。本レポートは、2026年から
2033年までの予測期間におけるポリマー加工助剤市場の包括的な分析を提供していま
す。ポリエチレン（PE）フィルム、フレキシブル包装、自動車産業における軽量化の進
展が主要な市場牽引要因であり、特に規制強化に伴うPFAS（パーフルオロアルキル化合
物およびポリフルオロアルキル化合物）フリー代替品への移行が市場の大きなトレンド
として注目されています。

主要な調査結果

市場規模と成長率: 世界のポリマー加工助剤市場は、2026年の25.6億米ドルから2033

年には31.5億米ドルに達すると予測されており、安定した成長が期待されています。
この成長は、プラスチック製品の製造プロセスを効率化し、最終製品の品質を向上さ
せる必要性によって支えられています。

主要な牽引要因:

PEフィルムとフレキシブル包装: 食品包装や工業用フィルムなど、需要の高いPEフ
ィルムおよびフレキシブル包装の製造効率と品質向上のために、加工助剤が不可
欠です。

自動車の軽量化: 燃費向上や電気自動車（EV）の航続距離延長のため、自動車部品
の軽量化が求められており、プラスチックの使用が増加しています。加工助剤
は、これらの高性能プラスチック部品の成形性を向上させます。

PFASフリー代替品への移行: 従来のフッ素ポリマーベースの加工助剤は、PFAS規制の
強化により見直しが進んでいます。ClariantのAddWorks PPAラインが示すように、フ
ッ素化合物を含まないポリオレフィンフィルム押出用加工助剤など、高性能かつ規制
に準拠したPFASフリー代替品への需要が急速に高まっています。これらの新しいソ
リューションは、従来のフッ素化合物を含まないにもかかわらず、メルトフラクチャ
ーの低減、ダイ圧力の低下、生産量の向上といった性能上のメリットを提供します。

地域別動向:



日本と韓国: 高品質なプラスチック加工、自動車部品製造、電気・電子機器製造が
盛んであり、ポリマー加工助剤に対する高い需要があります。

台湾: エレクトロニクス、産業用プラスチック、精密製造分野において重要な役割
を担っており、市場の成長に貢献しています。

製造業者は、メルトフラクチャーの低減、ダイ圧力の低下、生産量の向上、持続可能性
要件への適合、そして性能確保を同時に実現できるソリューションをますます求めてい
ます。

発行会社について

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、グローバルな市場調査を専門とし、さま
ざまな産業分野にわたる詳細な分析と洞察を提供しています。同社は、特に高分子材
料、化学品、エレクトロニクス、自動車などの技術集約型産業における市場動向、競争
環境、技術革新に関する深い知識を持っています。企業の戦略策定やビジネス機会の特
定に役立つ、信頼性の高い市場情報を提供しています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4497312/polymer-processing-aid-market-to-reach-us-3-15-

billion-by-2033-as

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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フッ素樹脂フィルム市場 グローバル調査レポート 2026-
2035

概要

本記事はIndexBoxが発行した市場調査レポートの概要紹介です。IndexBoxは、2035年
までの世界のフッ素樹脂フィルム市場が、エレクトロニクス小型化、再生可能エネル
ギーインフラ、および先進的な化学プロセスにおける高性能材料の需要増加に牽引さ

れ、大幅な成長を遂げると予測しています。フッ素樹脂フィルムは、PTFE、FEP、
PVDF、PFA、ETFE、PCTFEなどの種類があり、半導体製造からソーラーパネルのバッ
クシートに至るまで、その熱安定性、化学的不活性、優れた誘電特性により重要な役

割を果たしています。

公開日 2026年04月25日  IndexBox  アメリカ



詳細

本記事はIndexBoxが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

IndexBoxは、2026年4月25日に「フッ素樹脂フィルム市場」に関する包括的な市場予測
レポートを発表しました。本レポートは、2035年までの予測期間における世界のフッ素
樹脂フィルム市場の動向を分析しており、特にエレクトロニクス分野の小型化、再生可
能エネルギーインフラの拡大、および先進的な化学プロセスにおける高機能材料への需
要増加が、市場成長の主要な推進力であると指摘しています。フッ素樹脂フィルムは、
そのユニークな特性により、これらの先端産業において不可欠な材料となっています。

主要な調査結果

市場成長の牽引要因:

エレクトロニクス小型化: 消費者向け電子機器や車載エレクトロニクスにおける小
型化トレンドは、より薄く、より信頼性の高い絶縁フィルムの需要を押し上げて
います。フッ素樹脂フィルムは、その優れた誘電特性と熱安定性により、この要
求に応えます。

再生可能エネルギー: ソーラーパネルのバックシート材として、フッ素樹脂フィル
ムは長期的な耐候性と耐久性を提供し、再生可能エネルギーインフラの発展に貢
献しています。

先進的な化学プロセス: 化学的不活性が高いため、腐食性の高い環境で使用される
化学処理装置や配管のライニング材としても利用されています。

主要なフッ素樹脂フィルムの種類:

PTFE (ポリテトラフルオロエチレン)

FEP (フッ素化エチレンプロピレン)

PVDF (ポリフッ化ビニリデン)

PFA (パーフルオロアルコキシ)

ETFE (エチレンテトラフルオロエチレン)

PCTFE (ポリクロロトリフルオロエチレン)

これらのフィルムは、半導体製造におけるプロセス材料、医療機器、自動車部品な
ど、多岐にわたる用途で活用されています。



地域別動向:

アジア太平洋地域: 世界のフッ素樹脂フィルム需要の45%以上を占める最大の市場
であり、中国、韓国、台湾におけるエレクトロニクス製造業の隆盛、および太陽
光発電パネル生産の拡大がその主要な要因です。日本のAGC Inc.などの大手企業が
主要なプレイヤーとしてこの地域で活動しています。

発行会社について

IndexBoxは、グローバルな市場分析と予測レポートを専門とする市場調査会社です。同
社は、広範な業界データと高度な分析ツールを駆使し、貿易統計、生産データ、価格動
向などに基づいて、企業が市場の機会を特定し、戦略を策定するための詳細なインサイ
トを提供しています。特に、化学品、プラスチック、電子材料などの分野における専門
知識が豊富です。

元記事: https://www.indexbox.io/blog/fluoropolymer-film-market-growth-to-accelerate-by-2035-driven-

by-renewable-energy-and-miniaturization-demands/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://www.indexbox.io/blog/fluoropolymer-film-market-growth-to-accelerate-by-2035-driven-by-renewable-energy-and-miniaturization-demands/


アジアにおけるプラスチック危機からの脱却戦略

概要

Taipei Timesの論説は、中東からの軽質原油への高い依存度が原因でアジアが深刻なプ
ラスチック危機に直面していると指摘しています。中東における地政学的な緊張、特

にイランでの紛争やホルムズ海峡の封鎖リスクが、ナフサ供給に深刻な混乱をもたら
し、アジア全域のプラスチック産業に影響を与えています。この危機は、台湾でのプ
ラスチック袋不足、韓国でのゴミ袋供給パニック、日本でのプラスチック包装や衛生

用品の問題として現れており、サプライチェーンの脆弱性が浮き彫りになっていま
す。

公開日 2026年05月01日  Taipei Times  台湾



詳細

背景：中東依存が招くアジアのプラスチック危機

アジア地域は、中東からの軽質原油に大きく依存しており、プラスチック生産に必要な
ナフサの約60%がこの地域から供給されています。しかし、中東における継続的な地政
学的な緊張、例えばイランでの紛争や戦略的に重要なホルムズ海峡の封鎖リスクは、こ
の脆弱なサプライチェーンに深刻な混乱をもたらしています。Taipei Timesが2026年5月
1日に報じた論説は、このような状況がアジア全域のプラスチック産業を直撃し、「プ
ラスチック危機」と呼べる状況を生み出していると警鐘を鳴らしています。

主要な内容：サプライチェーンへの具体的な影響

わずか1ヶ月の間に、アジアの主要国では具体的な影響が顕在化しました。

台湾: プラスチック袋の深刻な不足に直面し、市民生活や商業活動に影響が出まし
た。

韓国: ゴミ袋の供給にパニックが生じ、基本的な廃棄物処理にも支障をきたす状況が
報告されました。

日本: プラスチック包装材や衛生用品の供給問題が発生し、サプライチェーンの安定
性に対する懸念が高まりました。

これらの事例は、特定の地域からの原材料供給に過度に依存することの危険性を浮き彫
りにしています。ナフサの供給途絶は、プラスチックの製造コストの高騰だけでなく、
生産停止や供給不足を招き、広範な産業と市民生活に連鎖的な影響を与えることを示し
ています。

影響と展望：危機克服のための多角的な戦略

このプラスチック危機から脱却し、将来的なショックを軽減するためには、以下の多角
的な戦略が不可欠であると論説は強調しています。

原材料調達の多様化: 中東地域以外の国々からのナフサや代替原料の調達ルートを確
立し、供給源の分散を図ることが急務です。

戦略的備蓄の確立: 原材料の国家的な戦略的備蓄を構築することで、短期的な供給途
絶に対処できる弾力性を高める必要があります。



代替材料の開発促進: バイオプラスチックや分解性材料など、環境負荷の低い代替材
料の研究開発と商業化を加速させることが、長期的には石油資源への依存を減らす上
で不可欠です。

循環型経済の推進: 新たなリサイクル技術の開発と導入、そして再利用可能な製品の
使用を奨励することで、資源の循環利用を最大化し、プラスチック廃棄物そのものの
発生量を削減する取り組みが重要です。これには、企業、政府、そして消費者の連携
が求められます。

アジア各国は、この危機を教訓として、よりレジリエント（回復力のある）で持続可能
なプラスチックエコシステムを構築するための戦略を早急に実行に移す必要がありま
す。

元記事: https://www.taipeitimes.com/News/editorials/archives/2026/05/02/2003856607

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.taipeitimes.com/News/editorials/archives/2026/05/02/2003856607


低誘電材料市場 グローバル調査レポート 2026-203X

概要

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。同社が2026年4月28日に発表した「低誘電材料市場」に関するグローバル

調査レポートは、AIハードウェア、高速PCB、5Gおよび6Gインフラ、半導体パッケー
ジング、小型電子機器からの需要増加に牽引され、市場が安定した成長を遂げると分
析しています。これらのアプリケーションは、低損失で熱安定性に優れ、高い信頼性

を持つ材料を必要とします。アジア太平洋地域が最も急速に成長している地域として
特定されています。

公開日 2026年04月28日  DataM Intelligence 4 Market Research LLP  アメリカ



詳細

本記事はDataM Intelligence 4 Market Research LLPが発行した市場調査レポートの概要
紹介です。

レポート概要

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、2026年4月28日に「低誘電材料市場」に
関するグローバル調査レポートを発表しました。本レポートは、AIハードウェアの進
化、高周波通信技術の発展、および電子機器の小型化に伴い、低誘電材料の需要が急速
に増加している状況を詳細に分析しています。予測期間はレポートに明記されていない
ものの、市場は継続的に成長するとされています。この分野における材料は、高速信号
伝送時の信号損失を最小限に抑え、熱安定性を確保し、高い信頼性を提供することが求
められています。

主要な調査結果

市場成長の牽引要因:

AIサーバーと高速PCB: 人工知能（AI）の進化に伴うAIサーバーの高性能化は、膨
大なデータを高速で処理する必要があり、信号伝送速度を向上させるための低誘
電材料が不可欠です。これに伴い、高速プリント回路基板（PCB）への需要も高
まっています。

5Gおよび6Gインフラ: 次世代通信技術である5Gおよび将来の6Gネットワークの展
開は、広範囲にわたる基地局やデバイスにおいて、低損失で効率的な信号伝送を
可能にする低誘電材料を必要とします。

半導体パッケージングと小型電子機器: 半導体デバイスの微細化と高集積化、そし
てスマートフォンやウェアラブルデバイスなどの小型電子機器の進化は、限られ
たスペース内で高性能を発揮するための低誘電材料を必要としています。

地域別動向:

アジア太平洋地域: 世界で最も急速に成長している市場として特定されています。
この地域の広大なエレクトロニクス産業、積極的な5G展開、そして堅牢な半導体
製造能力が、低誘電材料の需要を強く後押ししています。特に、台湾は先進的な
半導体製造、パッケージング、および電子機器組立の能力により、戦略的に重要
な地域とされています。韓国と日本も主要なエレクトロニクス生産国として、低
誘電材料サプライヤーにとって大きな成長機会を提供しています。



主要プレイヤーの動向: 高分子化学とフッ素樹脂に関する専門知識を持つ企業が、こ
れらの主要なアジア市場での需要増加に伴い、より強い市場ポジショニングを獲得す
ると予想されています。例えば、Chemoursは、フッ素樹脂がプリント回路基板にお
いて、低誘電率、耐熱性・難燃性、低導電率変動といった特性を達成するために使用
されていることを強調しています。

発行会社について

DataM Intelligence 4 Market Research LLPは、広範な産業分野にわたる専門的な市場調
査レポートを提供する企業です。同社は、最新の技術トレンドと市場のダイナミクスを
深く理解し、特にエレクトロニクス、材料科学、情報通信技術（ICT）といった分野に
おける詳細な分析に強みを持っています。企業が競争優位性を確立するための戦略的イ
ンサイトを提供することをミッションとしています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4493499/low-dielectric-materials-market-to-accelerate-as-ai-

servers

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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中東紛争によるPCBサプライチェーン混乱と価格高騰

概要

IndexBoxのレポートによると、中東における紛争の継続が世界のプリント回路基板
（PCB）産業のサプライチェーンに深刻な混乱をもたらしています。これにより、エ

ポキシ樹脂などの重要な化学材料のリードタイムが3週間から15週間へと大幅に延長さ
れ、銅箔の価格も今年に入って最大30%上昇するなど、原材料価格が高騰していま
す。韓国の大徳電子、台湾のUnimicron、日本の日本メクトロンといった主要なPCBメ

ーカーがこの影響を受けており、世界的な電子機器製造におけるサプライチェーンの
脆弱性が浮き彫りになっています。

公開日 2026年04月28日  IndexBox  グローバル



詳細

背景：地政学的な緊張が世界のPCB産業を直撃

現代の電子機器に不可欠なプリント回路基板（PCB）産業は、その製造プロセスにおい
て多様な化学材料と金属資源に依存しています。しかし、中東地域における継続的な地
政学的な紛争は、これらの重要材料のサプライチェーンに深刻な混乱をもたらし、世界
的なPCB製造に多大な影響を与えています。IndexBoxが2026年4月28日に報じた分析
は、この問題の現状と広範な影響を浮き彫りにしています。

主要な影響：材料供給の逼迫とコスト上昇

中東紛争によって引き起こされたサプライチェーンの混乱は、PCB産業に具体的な形で
現れています。

化学材料のリードタイム延長: PCB製造に不可欠なエポキシ樹脂などの主要な化学材
料のリードタイムは、通常の3週間から最大15週間へと大幅に延長されています。こ
れは、材料の供給不足と物流の滞りを示しており、生産計画の大きな遅延につながっ
ています。

原材料価格の高騰: サプライチェーンの逼迫は、原材料価格の急騰を引き起こしてい
ます。例えば、PCBの重要な構成要素である銅箔の価格は、今年に入ってから最大
30%も急騰しています。このようなコスト上昇は、PCBメーカーの利益率を圧迫し、
最終的に電子製品の価格にも影響を及ぼす可能性があります。

価格交渉の活発化: 材料コストの急増を受け、韓国の大徳電子のようなPCBメーカー
の幹部は、顧客との間で価格引き上げに関する緊急協議を行っています。これは、上
昇したコストを製品価格に転嫁せざるを得ない状況を示しています。

地域への影響と展望

このサプライチェーンの混乱は、世界の主要なPCB製造拠点に直接的な影響を与えてい
ます。

韓国: 大徳電子のような企業が、材料リードタイムの延長とコスト上昇に直面してい
ます。



台湾: UnimicronやCompeqといった世界的なPCB製造のリーダー企業を擁する台湾
は、これらの供給問題に大きく影響されています。台湾は世界のPCB供給において重
要な役割を担っているため、その混乱はグローバルな電子機器製造全体に波及しま
す。

日本: フレキシブルプリント回路（FPC）の大手メーカーである日本メクトロンも、
同様に供給の不安定性の影響を受けています。

世界のPCB産業は成長が予測されており、このようなサプライチェーンの脆弱性は、電
子機器製造全体にとって極めて重要な懸念事項です。長期的には、サプライチェーンの
多角化、国内生産能力の強化、そして戦略的備蓄の構築が、これらのリスクを軽減する
ための重要な対策となるでしょう。

元記事: https://www.indexbox.io/blog/middle-east-conflict-disrupts-pcb-supply-and-drives-up-prices/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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日本政府、重要鉱物とプラスチックのリサイクルに1兆円
投資を計画

概要

日本政府は、2030年までに重要鉱物とプラスチックのリサイクルを大幅に拡大するた
め、1兆円（約63億ドル）を投資する計画を明らかにしました。この包括的な取り組み
には、補助金、AIベースの選別技術の導入、官民ファンドを通じた資金提供が含まれ

ます。計画では、2030年までにアルミニウムの40%、レアアースベース磁石材料の
30%をリサイクル源から調達することを目指し、2028年度までには段階的な割り当て
を通じてリサイクルプラスチックの使用を義務化します。また、ASEAN諸国からの輸

入電子廃棄物の国内処理も促進します。

公開日 2026年04月27日  Japan NRG Weekly (K.K. Yuri Group)  日本



詳細

背景：資源循環とサプライチェーン強靭化への国家戦略

日本は、資源の乏しい国として、かねてより資源の有効活用とリサイクル技術の重要性
を認識してきました。近年、地政学的な緊張による原材料供給の不安定化や、環境問題
への国際的な意識の高まりを受け、資源循環の推進とサプライチェーンの強靭化が喫緊
の国家課題となっています。このような背景の中、日本政府は2026年4月27日、重要鉱
物およびプラスチックのリサイクル分野に対し、大規模な投資計画を発表しました。

主要な内容：1兆円投資と具体的な目標

政府が計画する投資額は、2030年までに総額1兆円（約63億ドル）に上ります。この投
資は、単なる資金投入に留まらず、以下の多角的な施策を通じてリサイクルエコシステ
ムの抜本的な強化を目指すものです。

補助金制度: リサイクル関連技術の開発や設備導入を支援するための補助金が提供さ
れます。これにより、企業の投資リスクを軽減し、イノベーションを促進します。

AIベース選別技術の導入: リサイクルプロセスの効率と精度を飛躍的に向上させるた
め、AI（人工知能）を活用した高度な自動選別技術の導入が推進されます。これによ
り、複雑な廃棄物からの高純度な資源回収が可能になります。

官民ファンドを通じた資金提供: 公的資金と民間資金を組み合わせたファンドを設立
し、リサイクル事業の育成と拡大を支援します。

具体的な目標としては、2030年までに以下の達成を目指しています。

アルミニウム: 必要量の40%をリサイクル源から調達。

レアアースベース磁石材料: 必要量の30%をリサイクル源から調達。

リサイクルプラスチック: 2028年度まで段階的な割り当てを設け、リサイクルプラス
チックの使用を義務化。これにより、プラスチック製品における再生材利用率の大幅
な向上を目指します。

さらに、ナフサ供給の脆弱性に対処するため、プラスチックのリサイクルと循環利用を
推進し、海外からの原料依存度を低減する方針も示されています。これは、エネルギー
フローに影響を与える地政学的緊張への対策としても位置づけられます。



影響と展望：国内産業の強化とアジア地域での役割

この大規模な投資計画は、日本のリサイクル関連産業に大きな成長機会をもたらし、技
術革新と新たな雇用創出を促進すると期待されます。特に、AI技術とリサイクルプロセ
スを融合させることで、日本がこの分野での国際競争力をさらに高める可能性がありま
す。

また、ASEAN諸国からの輸入電子廃棄物の国内処理を促進する計画は、アジア地域にお
ける資源循環のハブとしての日本の役割を強化するものです。これにより、アジア全体
のプラスチック廃棄物問題解決にも貢献し、より広範な地域での循環型経済の構築に寄
与することが期待されます。この戦略は、資源効率の高い持続可能な社会の実現に向け
た、日本政府の強いコミットメントを示すものと言えるでしょう。

元記事: https://japan-nrg.com/japan-nrg-weekly-20260427

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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CJ第一製糖、生分解性PHA製ゴミ袋を発表しソウルに寄贈

概要

韓国のCJ第一製糖は、独自の発酵技術で開発した生分解性バイオプラスチックPHA

（ポリヒドロキシアルカノエート）を使用した、韓国初の標準容量ゴミ袋を発表しま

した。これらのPHA製ゴミ袋は、従来のプラスチック袋と同等の耐久性を持ちなが
ら、1.8倍の伸縮性を備え、破れにくいのが特長です。同社はソウル中区役所に35万枚
のゴミ袋を寄贈し、住民がリサイクル可能な材料と引き換えに環境に優しいゴミ袋を

受け取れるリサイクル交換プログラムを支援します。PHAは土壌と海水の両方で完全
に生分解されるため、持続可能な代替品として注目されています。

公開日 2026年04月28日  BigGo Finance  韓国



詳細

背景：持続可能な廃棄物管理への高まるニーズ

世界中でプラスチック廃棄物による環境汚染が深刻化する中、使い捨てプラスチック製
品の代替として生分解性プラスチックへの期待が高まっています。特に、日常的に大量
消費されるゴミ袋は、環境負荷軽減の観点から革新が求められる製品の一つです。この
ような状況の中、韓国の大手企業であるCJ第一製糖は、独自の技術を駆使して開発した
生分解性バイオプラスチックを用いたゴミ袋を発表し、持続可能な社会の実現に向けた
新たな一歩を踏み出しました。

主要な内容：PHA製ゴミ袋の登場と製品特性

2026年4月28日、CJ第一製糖は、自社開発の発酵技術によって生産されたポリヒドロキ
シアルカノエート（PHA）を原料とする、韓国初の標準容量生分解性ゴミ袋を発表しま
した。この新製品は、従来の石油由来プラスチック製ゴミ袋と比較して、以下の優れた
特性を兼ね備えています。

優れた耐久性: 従来のプラスチックゴミ袋と同等レベルの耐久性を確保し、日常の使
用に支障がない実用性を実現しています。

高い伸縮性: 従来のゴミ袋に比べて1.8倍の伸縮性を持ち、破れにくいという利点があ
ります。これにより、内容物の量や形状に柔軟に対応し、破損のリスクを低減しま
す。

完全な生分解性: PHAの最大の特長は、土壌中だけでなく海水中でも完全に生分解さ
れる点です。これにより、最終的に水、二酸化炭素、およびバイオマスに分解され、
マイクロプラスチック汚染の懸念を大幅に軽減します。これは、環境保護に大きく貢
献する画期的な特性です。

CJ第一製糖は、このPHA製ゴミ袋35万枚をソウル中区役所に寄贈しました。これは、住
民がリサイクル可能な材料を提出すると、その見返りとして環境に優しいPHA製ゴミ袋
を受け取れるリサイクル交換プログラムの一環として実施され、地域社会の環境意識向
上と循環型社会の推進に貢献しています。



影響と展望：PHAの商業化とバイオベース材料の普及

CJ第一製糖は、韓国で唯一PHAを量産できる企業であり、2022年に「PHACT」ブランド
を立ち上げて以来、化粧品容器、プラスチック包装材、ストロー、人工芝充填材など、
PHAの応用範囲を拡大してきました。今回の公共部門への参入は、バイオベース材料の
商業化の展望を大きく広げるものと期待されます。

この動きは、他の企業に対しても生分解性材料への投資と開発を促進するきっかけとな
り、持続可能な製品選択肢の多様化に貢献するでしょう。長期的には、PHAのような高
機能生分解性バイオプラスチックが、石油ベースプラスチックの代替品として、より広
範な市場で採用され、環境負荷の少ない社会の実現に不可欠な役割を果たすことが期待
されます。

元記事: https://finance.biggo.com/news/0PzL0Z0BoQmpnl36uDRM

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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